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1.　はじめに

国土交通省では，誰もが自律的に安心して移動
できる包摂社会の実現に向け，幅員・段差等のバ
リア情報を含む歩行空間の形状に合わせたネット
ワークデータ（以下，「歩行空間ネットワークデ
ータ」という）やバリアフリー施設の情報などを
オープンデータ化することで，段差を避けた経路
検索・案内やバリアフリー施設情報提供等の多様
なサービスが民間事業者等から提供される環境の
構築を目指す，「歩行空間における移動支援サー
ビスの普及・高度化」（通称，「歩行空間ナビ・プ
ロジェクト」。以下，「本プロジェクト」という）
の取組を推進している。

移動支援サービスの提供により，子育て世代，
子ども，高齢者，車いす利用者等のあらゆる人，
自動配送ロボットといったモノの平常時・災害時
における移動の円滑化が図られ，地域活性化，地
方創生，防災力の向上などに資する。

ICT を活用した歩行者移動支援の普及促進検
討委員会の提言を受けて，令和 5 年 6 月に「歩行
空間の移動円滑化データワーキンググループ」と

「歩行空間の 3 次元地図ワーキンググループ」を
設置し，技術的な検討を進め，オープンデータ化
を支援するためのデータプラットフォームである

「歩行空間ナビゲーションデータプラットフォー
ム」（以下，「ほこナビ DP」という）のプロトタ
イプを構築した。その成果を踏まえ，令和 7 年 7
月より新たに「歩行空間の移動支援に係るデータ
のオープンデータ化・利活用促進ワーキンググル
ープ」（以下，「利活用促進 WG」という）を設置
した。利活用促進 WG では，本プロジェクトの
全国的な展開および普及に向け，各種データ（歩
行空間ネットワークデータ，バリアフリー施設等
データ，歩行空間の 3 次元地図）の整備・更新・
オープンデータ化・利活用を促進するためのデー
タ整備等の方針や各地域における取組の際の運用
方針，取組事例拡大に向けた戦略等について検討
を行っている（図－ 1，2）。

詳しくは，国土交通省ホームページの「歩行空
間ナビ・プロジェクト」（https://www.mlit.go.jp/ 
sogoseisaku/soukou/sogoseisaku_soukou_
mn_000002.html）を参照願いたい。

2.　技術検討フェーズでの検討成果

令和 5 年度，6 年度の技術検討フェーズでの検
討成果としては，ほこナビ DP のプロトタイプ構
築のほか，歩行空間ネットワークデータ整備仕様
の改定や，写真による簡易整備が可能な全国共通
の標準的なデータフォーマットとなるバリアフ 
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リー施設等データ整備仕様（案）の検討がある。
また，歩行空間の 3 次元地図を整備する際の要件
整理として，歩行空間のバリア情報の抽出に 3 次
元点群データを活用する場合には，点群密度
1,000 点 /m2 以上の高精度な 3 次元点群データが
必要であること等が明らかとなっている。

歩行空間ネットワークデータ整備仕様は，令和
6 年 7 月に改定され，簡易な計測により整備・更

新といったデータ整備の負荷を下げるとともに，
人・ロボットへの活用が可能となるよう，通行時
の主なバリアとなる幅員・縦断勾配・段差をラン
ク区分として設定した。ランク区分は，現地調査
の結果や走行軌跡をもとに判定した，幅員・縦断
勾配・段差それぞれのランクを順に並べ，英字 3
文字（例：ABB）で表現している。また，各ラ
ンクの閾値は，道路の移動等円滑化に関するガイ
ドライン，モビリティの性能等を参考に設定して
いる（表－ 1）。

3.　データ整備等の方針

⑴　本プロジェクトにおけるデータの整備方針
本プロジェクトで対象とする歩行空間ネットワ

ークデータ，バリアフリー施設等データ，歩行空
間の 3 次元地図の全てのデータにおいて共通して
いる考え方は，自治体職員の人材不足等の現状を
踏まえ，ほこナビ DP を活用して多様な主体（民
間事業者や NPO 法人，市民等）の参画によるデ

図－ 1　有識者委員会の提言を踏まえた取組概要

図－ 2　ワーキンググループ体制の見直し概要

表－ 1　幅員・縦断勾配・段差のランク区分

＊  現地調査結果を基にランクを設定した場合，表中に記載されている
各ランクの閾値全てを参照。走行軌跡を基にランクを設定した場
合，各項目において正確な値を把握できていないため，青字部のみ
に読み替える（例：段差「2 cm～ 5 cm以下」は「～ 5 cm以下」）。
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ータ整備・更新を目指すことにある。この整備方
針をもとにデータ整備・更新等を進めていくた
め，現地実証等を通じて，運用方針等の検討も並
行して行っていく（図－ 3）。

⑵　歩行空間ネットワークデータの整備方針
ほこナビ DP の歩行空間ネットワークデータ整

備システムを活用した歩行空間ネットワークデー
タの整備方針としては，NW（ネットワーク）デ
ータ整備・管理・更新機能において国土地理院の
基盤地図情報を活用した形状データの自動抽出に
よる生成を実施し，ランク区分化した幅員・縦断
勾配・段差と形状データの要確認箇所等を現地調
査で確認し，市民等からの現地情報報告等の機能
を用いて整備することを考えている。なお形状デ
ータとは，バリア情報を含まない歩行空間の形状
に合わせたネットワークデータを指す。

この整備方針によって，現地調査により確認す
る項目が従来よりも減ることから，データ整備・
更新等の負荷を下げることが可能である。また，
ランク区分の導入により，現地調査によるデータ
整備・管理・更新等以外の方法として，将来的に
は自動配送ロボット等のモビリティの走行軌跡を
活用したデータ整備・管理・更新に向け，技術的
な検討を進めていきたい。

⑶　バリアフリー施設等データの整備方針
バリアフリー施設等データの整備には，自治体

や施設管理者等による情報の提供方法，内容等の
バラつきを解消するため，全国共通の標準的なデ
ータフォーマットに基づいた整備をほこナビ DP
のバリアフリー施設等データ整備システムを活用
して実施していく。この時，詳細調査は必須とせ
ず，写真のみによる簡易なデータ整備も可能と
し，かつ AI 画像解析による情報抽出にも対応さ
せることで，施設管理者や施設利用者，ボランテ
ィア等の多様な主体の参画を見据えたデータ整備
を目指している。

⑷　歩行空間の 3次元地図の整備方針
歩行空間の 3 次元地図の整備方針としては，公

共測量等で整備した車道上の高精度な 3 次元点群
データ（MMS）と，植栽等により欠損している
歩道部分を安価なセンサー（ハンディ型 LiDAR
やスマートフォン）を用いて取得した 3 次元点群
データを，ほこナビ DP の 3 次元地図整備システ
ムの活用により，統合処理のうえ，整備していく
ことを目指している。

図－ 3　各データの整備方針
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4.　ほこナビDPについて

⑴　ほこナビ DPの全体構成
ほこナビ DP は，本プロジェクトの普及・高度

化を促進するため，歩行空間ネットワークデータ
やバリアフリー施設等データの効率的な整備・管
理・更新や自動配送ロボット等の走行に活用でき
る歩行空間の 3 次元地図を統合処理して整備する
機能を持つシステム（現行はプロトタイプ版）を

指す（図－ 4）。
また，各システムで整備したデータの公開・提

供を行うオープンデータサイトを設置，令和 7 年
9 月 30 日より公開している。現在公開している
データは，令和 6 年度に改定した歩行空間ネット
ワークデータ整備仕様に基づき，幅員・縦断勾
配・段差に関する情報をランク区分に変換したデ
ータを掲載している。今後，バリアフリー施設等
データ等についても，準備が整い次第，順次公開
を予定している。

図－ 4　ほこナビ DPの全体構成

図－ 5　3次元地図整備システムの構成
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⑵　3次元地図整備システムの概要
3 次元地図整備システムは，多様な 3 次元点群

データを取り込み，統合し，3 次元地図を作成・
更新するためのシステムである（図－ 5）。3 次元
地図整備システムを活用することにより，公共測
量等で整備した車道上の高精度な 3 次元点群デー
タと，ガードレールや植栽等により欠けている歩
道部分をハンディ型 LiDAR やスマートフォンと
いった安価なセンサーを用いて取得した 3 次元点
群データを統合処理することで，簡易に歩道部の
3 次元地図を整備することができる。

令和 6 年 11 月に静岡県保有の車道部の 3 次元
点群データに，自治体職員がハンディ型 LiDAR
やスマートフォンを用いて取得した歩道部の 3 次
元点群データを，3 次元地図整備システムを活用
して統合処理を行う実証を実施した。本実証を通

じ，自治体職員が 3 次元点群データの取得，加
工，管理を行う場合に，3 次元地図整備システム
を利用することで効率的に対応できることが明ら
かとなった。

このため，人・ロボットの移動支援サービス等
の目的において，歩行空間の 3 次元地図の活用に
向け，令和 7 年 5 月 23 日より 3 次元地図整備シ
ステムの試行運用を開始している。利用対象者と
しては，自治体等の行政機関，大学等の研究機
関，民間事業者とし，利用申請に基づきマニュア
ルやツール，Web システムを格納した DVD の
貸し出しを行っている。本試行運用を通じ，シス
テムの機能性といった利用者からの意見を踏まえ
ながら，必要に応じてシステム改修につなげてい
きたい。

図－ 6　歩行空間ネットワークデータ整備システムの構成
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⑶　歩行空間ネットワークデータ整備システムの
概要
歩行空間ネットワークデータ整備システムは，

3 次元地図，既存の地図データや航空写真データ
等を用いて，歩行空間ネットワークデータを整
備・更新する機能（NW データ整備・管理・更新
機能）と，現地調査等により得た情報をもとに整
備・管理・更新する機能（市民等からの現地情報
報告等機能）の 2 つの機能を有している（図－ 6）。

NW データ整備・管理・更新機能は，地図情報
や高精度な 3 次元点群データ，航空写真の解析処
理等により，形状データやバリア情報の抽出を目
的としたものである。形状データ生成において

は，基盤地図情報の活用により約 8 割程度生成可
能であることが技術検討フェーズでの検討成果と
して分かっている。

これを踏まえ，当面は，形状データ生成の機能
を搭載したプロトタイプシステムを，データ整備
の普及に向けて利用する方針である。なお，バリ
ア情報の抽出については，技術動向等を見ながら
引き続き検討していく。

また市民等からの現地情報報告等機能は，NW
データ整備・管理・更新機能を用いて自動生成し
た形状データ等の取り込みを行い，現地調査にて
幅員・縦断勾配・段差のランク区分を指定し，歩行
空間ネットワークデータを整備することができる。

図－ 7　バリアフリー施設等データ整備システムの構成
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令和 7 年 10 月，東京都北区にて自治体職員，
ボランティア等を対象とし，歩行空間ネットワー
クデータ整備システムを活用したデータ整備の普
及・展開に向けた運用面の課題や利活用方策を検
討するための現地実証を実施している。

⑷　バリアフリー施設等データ整備システムの概要
バリアフリー施設等データ整備システムは，自

治体，施設管理者，市民等が生成 AI を活用し
て，バリアフリー施設等データを効率的に整備す
るためのシステムである。第 1 回の利活用促進
WG において公表した，バリアフリー施設等デー
タ整備仕様（案）に準拠したデータを整備するこ
とができる。自治体，施設管理者，市民等向け
に，生成 AI を活用した写真からバリアフリー設
備情報の抽出を行うことができる対話型の機能
と，管理者向けの既存施設データの取り込みと生
成 AI を活用した写真からバリアフリー設備情報
の抽出が可能な機能の 2 つの機能を持っている

（図－ 7）。
令和 7 年 11 月，大阪府豊中市と同池田市にて

自治体職員やボランティア等を対象とし，バリア
フリー施設等データ整備システムを活用したデー
タ整備等の運用方針やシステムの改良点等を検討
するための現地実証を実施している。

5.　おわりに

今後も，ほこナビ DP のプロトタイプシステム
を用いた実証を行いながら操作性や機能性の改善
を図るためにも，試行利用の場を増やすことによ
るシステム改良や運用方針等の検討に向け，引き
続き取り組んでまいりたい。

本プロジェクトを持続可能な取組としていくた
めには，既存の技術やデータを最大限活用すると
ともに，自治体だけではなく，当事者やボランテ
ィア等の多様な主体を巻き込んだデータ整備・更
新の体制を整えていく必要がある。ほこナビ DP
を活用したデータ整備・更新を行って，全国的な
データ整備を促進し，そのデータを活用した事例
の蓄積を行っていく。

その利活用事例を生かし，歩行空間の移動支援
サービスのみならず多様な観点での事例創出がで
きるよう，アジャイル思考による運用方針の見直
し等を行いながら，全国で整備されたデータを活
用して，人・ロボットが円滑に移動できる歩行空
間における移動支援サービスの全国各地への普
及・展開を目指してまいりたい。
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